












の中から収集した史料集である。901 年～ 1650 年ま















































































































































また、13 世紀と 15 世紀にいわゆる「大飢饉」が集中
















前期（10 ～ 13 世紀）については「飢」史料が二年度
あたり 15 件以上、中世後期（14 世紀～）について
は、「飢」史料が一年度あたり 15 件以上の年、とす
る。以下の 7年が該当する。
A：保延の飢饉：1135 年（9件。1134 年が 8件）
B： 養和の飢饉：1181-82 年（1180 年　10 件、1181
年　13 件）
C： 寛喜の飢饉：1230-31 年（1230 年　27 件、1231
年　26 件）
D：正嘉の飢饉：1258 年（1258 年　30 件）　
E：応永の飢饉：1420-21 年（1420 年　22 件）
F：寛正の飢饉：1460-61（1460 年　27 件）　
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